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平成２８年 ９月２８日 

宗像市議会 

議長 吉田 益美 様 

 

予算決算第２特別委員会 

委員長  北﨑 正則 

 

委員会審査報告書  

 

本委員会に付託された事件の審査結果を宗像市議会会議規則第１１０条

の規定により報告します。 

 

記 

 

第８１号議案から第８８号議案は、地方自治法及び地方公営企業法の規定

により、平成２７年度各会計歳入歳出決算が、監査委員の意見を付けて議会

の認定に付されたものである。 

 

 

第 81号議案 平成２７年度宗像市住宅新築資金等貸付事業特別会計

歳入歳出決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入決算額 １，００１万７，３９９円（前年度比２３．０％減） 

歳出決算額   ６７６万７，６１７円（前年度比３３．９％減） 

歳入歳出差引額 ３２４万９，７８２円 

２ ２７年度末の滞納額は約９，０００万円である。滞納者本人や保証人も

含めて支払いが困難なケースが多く、仮に訴訟を起こし勝訴しても回収は

見込めない状態にある。 

３ 現在、国の償還推進助成金制度の活用を弁護士と検討中である。今後も

今まで以上に納付指導を行い、３３年度の期限内にできるだけ回収できる

よう、国の動向も踏まえて取り組んでいく予定である。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・市が努力をしてもなかなか成果が出にくい状況である。国、県の同和対策

事業が既になくなっているため、現実的にどうするのかを真剣に考える時

期に来ていると考える。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で認定した。 

 

 

第 82号議案 平成２７年度宗像市国民健康保険特別会計歳入歳出決

算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

 

〔事業勘定〕 

１ 歳入決算額 １２２億  ２３３万６，３８８円 

（前年度比１６．４％増） 

歳出決算額 １１８億２，９７５万  ８８４円 

（前年度比１５．７％増） 

歳入歳出差引額０３億７,２５８万５，５０４円（前年度比２．３％増） 

２ 単年度収支は、約１億１，０００万円であり、昨年度に引き続き黒字決

算となった。これは当初予算編成時に歳入として見込むことができない、

特別調整交付金の収入があったこと、国の財政支援の拡充や算定方法の変

更に伴う、保険基盤安定交付金と保険財政共同安定化事業交付金の大幅な

増額があったことによる、歳入の増が主な要因である。 

３ 被保険者１人当たりの年間医療費は３７万９,０４２円で、前年度比５．

２％の増となり、過去５年間で最大の伸び率となった。これは、主にＣ型

肝炎の新薬等の保険適用化によるものと考えられる。 
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４ 保険税の現年度分の収納率は９６．７％で、前年度より０．６８ポイン

ト上昇した。これは、収納課との連携に加え、２５年１０月から開始した

市役所窓口での口座振替受付サービスの推進と、２７年度から開始したは

がきでの口座振替申し込み受付サービスが寄与していると考えられる。 

５ 医療費適正化対策として、レセプト点検、柔道整復師施術療養費支給申

請書の点検調査、柔道整復師施術受診者への照会文書の送付、医療費通知

の送付、ジェネリック医薬品の使用促進、特定健診や特定保健指導などに

積極的に取り組んでいる。また２７年度は、データヘルス計画に基づき、

糖尿病性腎症重症化予防事業に着手し、重症化前の患者に食事や運動の生

活習慣指導を実施した。 

 

〔直営診療施設勘定〕 

１ 歳入決算額 ７，６５５万３，６８９円（前年度比３５．２％減） 

歳出決算額 ７，５４７万８，９７２円（前年度比３５．７％減） 

歳入歳出差引額億１０７万４，７１７円（前年度比５３．５％増） 

２ 前年度より決算額が減尐した主な要因は、２６年度は医療用機械器具の

購入があったが、２７年度はこれらの購入がなかったためである。 

３ 島内に整骨院、はりきゅう院が開設された影響による低周波治療の受診

者数の減尐により、受診者数、診療収入とも減尐した。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・国民健康保険制度は、医療費等の歳出が年々増加する性質を持った制度で

もあり、大変な状況の中で職員が努力していることを評価する。今後も保

険税の負担を抑制するよう一丸となって取り組んでいただきたい。 

（反対意見） 

・職員の様々な努力は今回の質疑の中でもよくわかったが、国からの交付金

の収入により黒字決算となっており、当初予算編成時にその点を配慮して

いれば２７年度に保険税の値上げが必要だったのかどうか疑問である。 

 

【審査結果】 

委員会は賛成多数で認定した。 

第 83号議案 平成２７年度宗像市後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入決算額 １４億６，２４６万９，５０４円（前年度比２．４％増） 

歳出決算額 １４億１，８７５万３，４６８円（前年度比２．６％増） 

歳入歳出差引額３億４，３７１万６，０３６円（前年度比５．１％増） 

２ 被保険者数は、前年度比で７５歳以上が４５６人増加、一定の障がいが

ある６５歳以上７５歳未満が１１人減尐したため、全体では４４５人、３．

７％の増となった。 

３ ２７年度の収納率は９９.５６％で、前年度より０．０８ポイント上昇

した。 

 

【審査結果】 

委員会は賛成多数で認定した。 

 

 

第 84号議案 平成２７年度宗像市介護保険特別会計歳入歳出決算認

定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

 

〔保険事業勘定〕 

１ 歳入決算額  ７０億４，０５３万９，０９３円（前年度比５．３％増） 

歳出決算額  ６８億７，０５３万５，７１０円（前年度比３．３％増） 

歳入歳出差引額  １億７，０００万３，３８３円 

２ 要介護、要支援認定者数の増減率は前年度比２．７％の増で、過去３年

間に比べ増加率が鈍化している。これは要支援の認定者数が減尐に転じた

ことによるもので、その要因として２４年度から開始した基本チェックリ

ストの配布により、増加していた要支援の認定者数が一定のところで落ち
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着いたためと考えられる。 

３ 介護給付費の総額は約６４億１，１５３万円で、前年度比で約１億５，

０２８万円、２．４％の増となっている。これは２１年度以降最も低い増

加率であり、要因として認定者数の伸び率の鈍化、介護報酬のマイナス改

定、一定所得以上の被保険者の自己負担割合の変更等が考えられる。 

４ 地域支援事業の利用者負担額を含んだ事業費総額は、約２億２，０５７

万円で、前年度比約５，６３８万円、３４．３％の増である。また、利用

者負担額を除いた事業決算額は約２億１，０６０万円で、前年度比３７．

６％の増である。地域支援事業は、２８年３月から介護予防事業の一部が

新しい総合事業に移行しており、事業費増の主な要因は地域包括支援セン

ターの充実強化のための職員増員に伴う人件費の増である。 

５ ２７年度は、２９年度までの第６期介護保険事業の１年目であるが、財

政状況については、第５期の１年目である２４年度に比べ計画値に対する

実績値の比率がやや低くなっている。 

 

〔介護サービス事業勘定〕 

１ 歳入決算額 ４，９８１万２，２２４円（前年度比 ０．４％増） 

歳出決算額 ４，６２７万  ６３９円（前年度比 １．５％増） 

歳入歳出差引額 ３５４万１，５８５円 

２ 歳入の主なものは介護予防サービス計画費収入で、歳出は、介護予防サ

ービス計画作成にあたる非常勤任用職員の報酬、共済費や計画作成委託料、

事業所から地域包括支援センターに出向している職員の給与負担金など

である。 

 

【審査結果】 

委員会は賛成多数で認定した。 

 

 

 

 

 

 

第 85号議案 平成２７年度宗像市・福津市介護認定審査会特別会計

歳入歳出決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入歳出決算額はともに４，７０３万１，９５７円 

（前年度比 ２．６％増） 

２ 介護認定審査会は福津市と共同設置し、２７年度は１６合議体で延べ２

７１回開催。審査件数は、宗像市と福津市の合計で６，９５０件、構成比

率は宗像市６２．８％、福津市３７．２％。この割合を基礎に、福津市の

負担金と本市の繰入金を算出している。主な歳出は、認定審査会の委員報

酬及び関係職員人件費である。 

３ 要支援者数の減尐に関連し、宗像市の審査件数がここ数年で初めて前年

度比減となった。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で認定した。 

 

 

第 86号議案 平成２７年度宗像市渡船事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入歳出決算額はともに４億３，１０３万７，２７０円 

（前年度比１２．５％減） 

２ ２７年度は、地島航路、大島航路合わせて４，７８３便を運航し、乗客

数は地島航路７万４，５４３人、大島航路２１万４，１７５人、合計２８

万８，７１８人で、前年度に比べ２万９，４４７人、１１．４％増加して

いる。大島航路においては、世界遺産登録候補決定後の８月から乗客者数、

車両運搬台数が増加傾向にある。また、公共工事の影響により、定期利用

者数や車両運搬台数も増加している。 



予算決算第２ 4／6 

３ 運輸局の指導により、これまで貨物として取り扱っていた品物について

は、個数に応じた取り扱いに変更となっているため、内訳の額に増減が出

ているが、貨物、手荷物、小荷物の合計額は増加となった。 

４ 旅客船「しおかぜ」主機の開放検査等修繕費の増により、国、県からの

補助金が増額となった。 

５ 事業費のうち、運航費は前年度比約５,２４０万円の減となっており、

主な要因は船舶の修繕料の減と、燃料単価の低下に伴う船舶燃料費の減で

ある。 

６ 安全運航のため、海上訓練の実施や研修会への参加をしており、毎日の

始業前には船はもとより、陸上施設の点検も行っている。また、２７年９

月の総合防災訓練において、関連機関と連携し、フェリー「おおしま」を

使用した島民避難訓練を実施した。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で認定した。 

 

 

第 87号議案 平成２７年度宗像市漁業集落排水処理施設事業特別会

計歳入歳出決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入決算額 １億４，５２９万２，７４１円（前年度比１７．６％増） 

歳出決算額 １億４，５１３万９，８７２円（前年度比１７．６％増） 

歳入歳出差引額    １５万２，８６９円 

２ 下水道使用料収入は約３,７４０万円で、収納率は９５．０％、前年度

比１．８ポイント上昇した。 

３ 過年度使用料清算金の約３９３万円は、錯誤で収入していた上八地区の

一部の下水道使用料を下水道事業会計へ払い出したものである。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で認定した。 

第 88号議案 平成２７年度宗像市下水道事業会計決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 収益的収支の決算状況（税込み） 

収入決算額  ２９億７，６７５万６，７０８円 

支出決算額  ２５億１，３８１万６，６４０円 

収支差引額   ４億６，２９４万    ６８円 

２ 資本的収支の決算状況（税込み） 

収入決算額   ４億７，２１３万９，７７５円 

支出決算額  １４億５，０７２万  ６６５円 

収支差引額 △ ９億７，８５８万  ８９０円 

収入不足分は、損益勘定留保資金等で補てんしている。 

３ 主に田野地区などの汚水管渠の整備を行った結果、２７年度末の下水道

普及率は前年度から０．１ポイント上昇し、９６．３％となった。汚水管

渠整備では、総延長５７２．７ｋｍ、処理区域面積は、２，６０３ｈａと

なった。 

４ 下水道使用料の収納率は、現年度分９７．３％で前年度比０．１ポイン

ト上昇、過年度分６８．５％で前年度比１０．４ポイント上昇した。 

５ ２６年度の会計制度改正に伴い、事業費総額のうち、その他特別損失が

大きく減尐した。 

６ 処理原価を使用料で賄えていない状況であるが、下水道の接続率が向上

したことで年々改善しており、今後接続が進めば逆転する見込みである。 

７ 浸入水防止対策については、計画的に実施しているが、市の単独事業と

しては財政的に厳しいため、国の補助金等の予算措置を取りながら進めて

いく予定である。 

 

【審査結果】 

委員会は賛成多数で認定した。 
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第 90号議案 平成２８年度宗像市住宅新築資金等貸付事業特別会計

補正予算（第１号）について 

 

歳入歳出それぞれ２２４万９千円を増額し、予算総額を歳入歳出それぞ

れ８６０万３千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

 ２７年度決算額の確定に伴い、歳入で繰越金を増額し、歳出で減債基金積

立金を増額する。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 91号議案 平成２８年度宗像市国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）について 

 

事業勘定は、歳入歳出それぞれ３億７，７８４万６千円を増額し、予算総

額を歳入歳出それぞれ１２２億６，１４３万円とする。直営診療施設勘定は、

前年度の繰越金確定に伴い繰越金を増額し、一般会計からの繰入金を同額減

額する。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 事業勘定の補正の主な内容は、２７年度決算額の確定に伴うもの、職員

の人事異動に伴うもの、３０年度の国民健康保険事業の県単位化に向けた

納付金算定システムデータ連携改修に関するものである。 

２ ２７年度決算額の確定に伴い、約３億７，０００万円を２８年度に繰り

越すが、その内の約５，０００万円を過年度返還金として国・支払基金等

に返還し、残金を宗像市国民健康保険給付費支払基金に積み立てる。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 92号議案 平成２８年度宗像市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）について 

 

 歳入歳出それぞれ１，２９０万８千円を増額し、予算総額を歳入歳出それ

ぞれ１４億８，９５５万４千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

歳入で、２７年度決算額の確定に伴い繰越金を増額、決算額の確定と職員

の人事異動に伴う職員人件費の増額により、一般会計からの事務費繰入金を

減額する。歳出で、後期高齢者医療広域連合納付金、職員の人事異動に伴う

職員人件費を増額する。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 93号議案 平成２８年度宗像市介護保険特別会計補正予算（第１

号）について 

 

 保険事業勘定は、歳入歳出それぞれ１億８，２１５万８千円を増額し、予

算総額を歳入歳出それぞれ７６億１，２７２万１千円とする。介護サービス

事業勘定は、歳入歳出それぞれ１５４万１千円を増額し、予算総額を歳入歳

出それぞれ４，８２５万２千円とする。また、保険事業勘定の債務負担行為

の追加及び変更を行う。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 



予算決算第２ 6／6 

１ 保険事業勘定の補正の主な内容は、職員の人事異動と人件費の組み換え

に伴うもの、一般会計で実施していた通所事業の移行に伴うもの、配食サ

ービスの委託料の減額に伴うもの、２７年度決算額の確定に伴うものであ

る。 

２ ３０年度からの次期介護保険事業計画策定に向けた実態調査等を委託

するため、債務負担行為を追加する。また、当初予算に計上していた地域

包括支援センター１カ所分の委託費に加え、２９年度にさらに２カ所を委

託するため債務負担行為額を増額変更する。 

３ 介護サービス事業勘定は、２７年度決算額の確定に伴い、歳入で繰越金

を、歳出で予備費を増額する。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 94号議案 平成２８年度宗像市渡船事業特別会計補正予算（第１

号）について 

 

歳入歳出それぞれ１１６万４千円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞ

れ８億６，７５５万５千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

歳出の減額は主に、船員の昇格や退職、事務職員の人事異動に伴うもので、

歳入で一般会計繰入金を同額減額する。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

 

 

第 95号議案 平成２８年度宗像市漁業集落排水処理施設事業特別会

計補正予算（第１号）について 

 

 歳入歳出それぞれ５１万８千円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞれ

４億１，１９０万円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

２７年度決算額の確定、職員の人事異動等に伴い、歳入歳出予算の補正

を行う。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 96号議案 平成２８年度宗像市下水道事業会計補正予算（第１号）

について 

 

 収益的収入及び支出において、収入を３１３万３千円減額し、収入総額を

２８億７，９８６万６千円に、支出を５３０万７千円減額し、支出総額を２

５億７,６６７万９千円とする。資本的収入及び支出において、支出を４２

０万２千円増額し、支出総額を１５億３，８８３万４千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

 ２７年度決算額の確定、職員の人事異動等に伴い、収入支出予算の補正を

行う。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で原案のとおり可決した。 

 


